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1－1　　　　　　　1－1　　　　　　　1－1　　　　　　　1－1　　　　　　　1－2　　　　　　　　1－2

小島　瑛介（30）西　健一（27）　横田　貴弘（24）内田　龍樹（20）内田　貴裕（25）小笠原　潤（24）

団体職員　　　　飲食店勤務　　　農業　　　　　　学生　　　　　　市役所職員　　　市役所職員

2－1　　　　　　　2－2　　　　　　　　3－1　　　　　　　3－1

鴨林慶（32）　皆川　輝光（24）櫻井　勇樹（36）稲岡　秋（23）

獣医師　　　　　市役所職員　　　整体師

3－1　　　　　　　　3－1

宮岡　雄大（23）前田　洋輔（27）

市役所職員　　　製造業　　　　　市役所職員

3－2　　　　　　　　3－2　　　　　　　　4－2　　　　　　　　5－2－2　　　　　　5－2－2　　　　　　6－1

神田　卓（31）　近藤佑久（23）浅野涼介（28）小野寺純一（37）田中　愛之（30）古口　悟（32）

自営業　　　　　市役所職員　　　市役所職員　　　会社員（営業）　医療事務　　　　設備業

6－1　　　　　　　6－2　　　　　　　7－1　　　　　　　7－2　　　　　　　7－2

田中　雅史（19）田中　勇人（24）平山　啓太（23）田口圭輔（27）　築地祐介（26）

学生　　　　　　建設業　　　　　塗装業　　　　　市役所職員　　　自動車整備士



2用　噌平成26年10月10日発行（第10号）　　　　欠　の

呵ここ二二、ここかD咄〇ご二丈簿一針域ここ二二だ認知¢峨二m章▲砿：ごく二二二ニか辞職＝御車▲更二‘¶ミ二〇秒¢戒ご‘ニme噂ここミニ‥二二執行標ここ＼ご少豊崎：ルごっこ凱農▲概二二〇く：ニかむ戒＝ニ二二だ浄ぬ吠ごゝ二二ごてつypqミニ二二＼二：：＞爪＜ニ′二三二つト¢一尋雷二二一

7
月
2
0
日
～
2
1
日
に
わ
た
り
防
災
キ
ャ
ン
プ
が
柏
原
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

柏
原
地
区
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
を
み
て
、
3
年
前
よ
り
　
『
柏
原
地
区
防

災
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
』
　
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
将
来
起
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
災

害
に
対
し
て
一
人
一
人
が
高
い
防
災
意
識
を
持
て
る
よ
う

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体

と
共
に
狭
山
市
消
防
団
第
6
分
団
も
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
一
般
参
加
を
含
む
約
1
0
0
人
も
の
人
達
が
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
、
体
育
館
に
宿
泊
す
る
な
ど
実
際
の
避
難
生

活
を
想
定
し
た
内
容
で
、
炊
き
出
し
、
就
寝
場
所
の
確
保
、

就
寝
後
の
警
戒
等
を
各
種
団
体
と
共
に
行
い
ま
し
た
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
市
制
6
0
周
年
を
記
念
し
て
盛
大
な
花

火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
安
心
し
て
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
我
々
消
防
団
も
各
分
団
が
協
力
し
、
万
全
の
体
制
で

警
戒
に
臨
み
ま
し
た
。
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指揮者　　　　1番員　　　　　　2番員

奥富　照夫（37）山下　康介撞2）及川　将之（35）

建設業　　　　　介護士　　　　　会社員（営業）

3番員　　　　　4番員　　　　　補助者

佐々木洋輔（33）漆野　充（36）　斉藤　真一（39）

介護士　　　　　自動車部品製造　自動車整備

噌絹の宋

「
狭
山
・
入
間
支
部
選
考
会
」

6
月
2
9
日
　
（
日
）
　
飯
能
・
旦
尚
消
防
署
訓
練
場

に
て
狭
山
・
入
間
支
部
消
防
操
法
選
考
会
が
行
わ

れ
、
狭
山
市
消
防
団
か
ら
は
第
2
分
団
・
第
4
分

団
・
第
5
分
団
の
3
隊
が
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

した。当
日
は
開
始
と
同
時
に
雷
雨
と
な
り
一
時
中
断

す
る
ほ
ど
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
狭
山
市
の
代
表

三
隊
は
そ
の
よ
う
な
天
候
も
想
定
し
日
々
の
訓
練

を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
臆
す
る
こ
と
な
く
挑
め

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
狭
山
市
消
防
団
第
5
分
団
が
優
勝

し
、
支
部
の
代
表
と
し
て
埼
玉
県
消
防
操
法
大
会

に
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

「
埼
玉
県
消
防
操
法
大
会
」

8
月
2
3
日
　
（
土
）
埼
玉
県
鴻
巣
市
で
行
わ
れ
た
第
2
8
回
埼
玉
県
消
防
操
法
大
会
に
狭
山
・
入
間
支

部
の
ポ
ン
プ
車
の
部
代
表
と
し
て
第
5
分
団
第
1
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
為
、
現
場
で
重
要
と
な
る
消
火
活

動
の
習
得
、
団
員
の
士
気
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
2
年
に
1
度
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
さ
ほ
ど
日
差
し
も
強
く
な
い
絶
好
の
大
会
日
和
で
狭
山
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の

方
々
が
見
守
る
中
、
1
4
隊
中
1
0
番
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
第
5
分
団
ら
し
い
、
と
て
も
力
強
く
節
度

正
し
い
最
高
に
す
て
き
な
操
法
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

結
果
は
ポ
ン
プ
串
の
部
で
狭
山
市
初
と
な
る
入
賞
。
堂
々
の
優
良
賞
　
（
5
位
）
　
で
し
た
。

日
々
暑
い
中
で
の
厳
し
い
訓
練
に
耐
え
、
力
を
出
し
切
り
、
会
場
の
み
ん
な
を
感
動
さ
せ
て
く
れ
た

選
手
と
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
ご
声
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

狭
山
市
民
の
皆
様
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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頭蓋義塾慧
第
4
分
団
は
2
部
4
班
体

制
で
堀
兼
・
青
柳
地
区
を
管

轄
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
堀
兼
地
区
を
管
轄

し
て
い
る
第
1
部
、
総
勢
3
6

名
か
ら
な
る
3
つ
の
車
庫
を

紹
介
し
ま
す
。

◆

昔

∵

一

　

　

　

　

日

私
達
は
堀
兼
地
区
　
（
堀

上
・
堀
中
・
堀
下
）
　
を
管
轄

し
て
い
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
の
消

防
団
に
対
す
る
理
解
が
深
く
、

勢
力
的
に
消
防
団
活
動
が
行

え
て
い
ま
す
。

他
分
団
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
消
防
団
へ
の
入
団
が
増

え
て
き
ま
し
た
が
、
我
々
は

基
本
的
に
農
家
中
心
の
構
成

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
活
動
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
続
け
て
い
る
車

庫
で
す
。

｝
講
　
　
÷
　
∴
・
ハ
．
串
、
㍉

私
達
は
堀
兼
地
区
　
（
堀

向
・
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
堀
兼
）

を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

団
員
構
成
は
農
家
と
自
営

業
中
心
の
車
庫
で
し
た
が
、

近
年
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
増

え
て
様
々
な
知
識
を
持
っ
た

人
の
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
の
訓
練
、
機
械
整
備

で
は
、
皆
で
教
え
あ
う
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
車
庫

です。

◆
T
J
 
M
吉
．
∴
簿
∴
‥

私
達
は
堀
兼
地
区
　
（
上
赤

坂
・
原
）
　
を
管
轄
し
て
い
ま

す。
こ
の
車
庫
の
強
み
は
団
結

力
で
す
。
団
員
の
構
成
は
農

家
と
自
営
業
が
中
心
で
、
そ

の
特
色
を
活
か
し
て
昨
年
度

の
狭
山
市
消
防
操
法
大
会
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
お
い
て
優

勝
と
い
う
成
績
を
収
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

と
て
も
練
習
熱
心
で
、
皆

で
熱
く
語
り
合
っ
て
い
る
楽

し
い
車
庫
で
す
。

主
な
事
業
予
定

1
1
月
2
9
日

消
防
団
特
別
点
検

場
所
柏
原
河
川
敷
公
園

1
2
月
2
9
、
3
0
日

歳
末
特
別
警
戒

場
所
市
内
全
域

1
月
1
0
日

消
防
出
初
式

場
所
上
奥
富
運
動
公
園
〈
予
定
）

3
月
1
5
日

新
人
団
員
説
明
会

場
所
狭
山
消
防
署

全
て
の
記
事
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
狭
山
市
役
所
市

民
部
防
災
課
ま
で
。
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◇
広
報
委
員

粕
谷
紀
仁

甲
田
大
輔

指
田
太

関
口
慶
売

古
谷
敦
夫

渡
追
裕
貴

岸
本
賢
一
郎

白
倉
崇
弘

細
田
憲
一

統
括
　
岩
城
利
治


